
統計学の基本

統計学の基礎① ビックデータとはなにか・
Excel基本操作



•観光ビッグデータの明確な定義はない。

•観光客の観光行動を反映する大規模・多種・複数情報源由来のデータ群を言うことが多い。

観光ビッグデータ

•スマートフォン等を使用してネットワークに接続したログ

•コンテンツのアクセスログやダウンロード数

•ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）への投稿

•GPS機能による位置情報

•自動車のプローブ情報

•交通事業者の乗降の情報

•観光施設の日別の利用者数

具体例

観光ビッグデータとは？



Before

• 経験者の暗黙知

• 目の前のできごとをベース
とした施策

After

• 事実に基づく明確なコンセ
プトに基づいた戦略（ブラ
ンディング）の策定

• KPIの設定・PDCAサイクル
の確立

• プロモーション

観光ビッグデータ分析の必要性



Plan

Do

Check

Act

• 分析から現状を把握
• 分析結果に基づいて施

策立案

• 分析から効果を測定

• 施策の実行• 施策の改善

PDCAサイクルに位置づけて活用していくことが重要

分析データの活用



•観光ビッグデータは、データにより特性やサンプルサイズなどの情報が異なるため、単純な比較や推測はできない。

•分析結果等をミスリードしないよう、各データの特性や情報源の明示、前提条件や注釈の記載などより一層の慎重な配慮が必要

ミスリード防止

•観光ビッグデータではカバーされない情報も多い。

•団体などにおいて分析を行う場合には、分析の目的に応じて、既存の公的統計やその他の調査などを組み合わせた分析が必要。

組み合わせ

•データ分析によって立案された観光施策を効果的に展開するためには、施策実施後の結果を分析にフィードバックする。

•フィードバックに基づいて分析の精度を高めることが重要。

フィードバック

•観光プロモーションに向けた検討を行うためには、ターゲットの細分化が必要。

•セグメントについても細分化とそれを可能にするデータの整理と分析が期待される。

データの整理と分析

観光ビッグデータは、それぞれのデータの精度は公的統計ほどに

高くないため、分析の蓄積によって精度が高まっていく。

分析における課題



動機の明確化

•地域の課題の発

見

•解決方法の検討

•各種施策などの

効果測定

データの見方

•思い込みの排除

•地域の切実な思

いと肌感覚

•データには表れ

ない情報の補完

•現場の視点に基

づく取り組み

利用するデータ

•データの不完全

さを認識する

•確かな情報との

整合性や対応関

係

•既存の統計調査

等との組み合わ

せ

具体的な視点

•国・地域、時間

帯、季節、日本

人観光客との比

較

•類似した状況を

参考にする

•周辺地域の特徴

や強みの活用

•俯瞰する視点

観光分野におけるビッグデータの効果的な活用



• 観光ビッグデータ分析を行うことで、事実に基づく観光施策

を打ち出すことができる。

• 分析はPDCAサイクルに位置づけてブラッシュアップしていく

ことが重要。

• 観光ビッグデータの弱点を理解し、各種の視点から注意深く

取り扱う必要がある。

• 観光ビッグデータを効果的に活用するために必要な視点を身

につけよう。

まとめ



ワーク



あなたのデータ分析レベルの診断をしましょう。

質問 回答

身の回りに分析できるデータがある。

統計を学んだことがある。

Excelを使ったことがある。

与えられた課題に対して分析をしたことがある。

分析を設計したことがある。

分析結果を元に施策を考えたことがある。

データ分析レベル診断



• あなたがデータ分析を用いて解決したい課題を考えてみま

しょう。

• また、その課題を解決するために必要なデータにはどのよ

うなものがあるかを考えましょう。

データ分析のアイディア



ハンズオン



データ分析アドインとは？

• データ分析や統計学でよく行われる分析パターンをまとめたツール。

複雑な分析に対して、データとパラメータを指定すると素早く簡単に

結果を得ることができる。

• 利用するためには「アドインのインストール」が必要。

分析ツール



[ファイル]を選択して、メニュー画面
が表示されたら、[オプション]を選択
する。

分析ツールのインストール（１）



[アドイン]を選択して、

[設定]をクリックする。

分析ツールのインストール（２）



[アドイン]の項目が出たら、[分析ツール]の
チェックボックスにチェックを入れて[OK]
を選択する。

分析ツールのインストール（３）



Excel画面の上部[データ]のタブを選択し、

画面の右端に[データ分析]という項目が出
たらインストール完了です。

分析ツールのインストール（４）



統計学の基本

統計学の基礎 ②データの種類



• 「データ分析」の手法は様々なものがある。知識を整理して理解する。

データ分析 統計学
記述
統計学

推測
統計学

ベイズ
統計学

多変量
解析学

AI 機械学習

データ
マイニング

深層学習

データを整理し、特徴を簡潔に表す
└─ 代表的な数値で全体を簡潔化する。
└─ 表やグラフを用いて傾向を表す

一部の標本データから全体を推測する
└─ 推定：標本から母集団の値の範囲を推定する。

└─ 検定：標本から母集団について言えることを検証する

従来の統計学とは異なり、ベイズの定理に従い、得られたデータ
から確率を修正するアプローチ。機械学習との相性がよい。

たくさんの変数がある場合の分析手法をまとめたもの。
代表的なものとして、回帰分析、判別分析、主成分分析、因子分析、クラスター分析など。
微分積分と線形代数を多用する。

本講座で取り扱う範囲

学術的に体系化された範囲

個々の手法をまとめたもの

多変量解析学の方法をベースに大量のデータを読み込ませることで、
機械が自動的に判定ができるように学習するプログラムや手法。
広義の意味でのAIを表すこともある。

大量のデータから何かしらの手法を用いて情報を抽出する方法を指す。
機械学習が流行る前に使われていた言葉。
悪い意味で使われることもあるので注意が必要。

ニューラルネットワークを多層重ねて学習能力を強化した手法。
最近では狭い意味でのAIはディープラーニングやその派生手法を指す
ことが多い。

統計学・データ分析マップ



• データ分析もビジネスも「言うべきこと・やるべきこと」は同じ！

一言で言う

と

ブレはどの

くらい？
関係性は？ 信頼性は？ 見通しは？

・代表値
└平均値
└中央値
└最頻値

・その他
└歪度
└尖度

・散布度
└平均偏差
└分散
└標準偏差

・範囲
└最大値
└最小値
└四分位数

・相関係数
・クロス表
・相関比

・仮説検定 ・回帰分析

全体を把

握する

仮説を作

る
分析

報告・施

策立案
実行

プロセスを繰り返して精度を上げる

データ分析の流れ



• データは主に、そのデータが取られた観測対象（ケース）と観測項目（変数）によって
表の形式でまとめられていることが多い。これをデータ行列という。

• 統計分析が必要となるデータは、観測対象ごとにばらつきがあることが特徴となる。

観測対象
（ケース）

観測項目
（変数）

【サンプル】不動産価格

観測対象ごとにばらついている

データの特徴



• 統計解析の対象となっているデータは特徴に応じて以下のような分類をされる。

• はじめに、「質的データ」と「量的データ」の違いを理解しよう。

データ

質的
データ

量的
データ

名義尺度

順序尺度

間隔尺度

比率尺度

性質 例 使用できる演算

区別のみ
順序はない

区別に加えて、
順序がある。
差は取れない。

差の大きさに意味があ
る。比には意味がない。

差も比も意味がある。
（絶対ゼロがある）

性別、居住地、職業区
分、Yes/No

5段階評価

摂氏温度、知能指数、
偏差値、…

身長、体重、得点、…

分類

分類、クラスの併合、
累積

足し算や引き算
（合計、平均）

四則演算

データの種類



ワーク



身の回りにあるデータを「データの種類」に分類します。

身の回りにある「データ」をあげていきます。

「データの種類」のどこに分類されるか

個人で考える → グループで意見交換 → 全体共有

身の回りのデータの分類



身の回りにある「データ」をあげてください。

名義尺度・順序尺度・間隔尺度・比尺度

のどれに当たるか、分類してみましょう。

個人の考えを書いておきましょう

後で見て分かるように
テーマを書いておきましょう

データ：ここでは数字で表されているものであれば
何でも構いません。

ワークの進め方（1）



個人での分類とその理由をグループ内で意見交換
しましょう。

グループで議論して、全員が合意する結論を
目指しましょう。

グループで意見交換をしましょう。

ワークの進め方（２）



グループごとの意見を全体に共有しましょう。

名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比尺度

それぞれに、どのようなデータを見つけたか教えてください。

※他のグループの説明から新しい視点を見つけてください。

ワークの進め方（３）



統計学の基本

統計学の基礎 ③代表値の算出



• あなたは、「秋の彩り紅葉日帰りバスツアー」の企画担当となりました。
Go to などの補助金制度を利用して、以下のような価格帯で販売をしたとこ
ろ、定員20名のツアーが3日間満席となりました。

分類 価格

大人 8,000円

小人 2,000円

シニア（65歳以上） 5,000円

乳幼児（小学生未満） 0円

大人（座席指定） 10,000円

ケース



# 分類 金額 分類 金額 分類 金額

1 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

2 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

3 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

4 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

5 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

6 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

7 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

9 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

10 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

11 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

12 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

13 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

14 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

15 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

16 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

17 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

18 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

19 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

20 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

3⽉20日 3⽉21日 3⽉22日

日程ごとの申し込み人数



• 平均値とは

# 分類 金額 分類 金額 分類 金額

1 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

2 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

3 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

4 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

5 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

6 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

7 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

9 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

10 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

11 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

12 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

13 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

14 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

15 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

16 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

17 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

18 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

19 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

20 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

合計 100,000 合計 100,000 合計 100,000

平均値 5,000 平均値 5,000 平均値 5,000

3⽉20日 3⽉21日 3⽉22日

• 平均値（mean)

• 「平らに均（なら）す」
• 一言で要約する場合は平均値を使う
• 記号「μ（ミュー）」で表される。

＜メリット＞

• 知名度・わかりやすさ

＜デメリット＞

• データの「歪み」がある場合に適切
に情報を伝えらえないことがある。

EXCEL
=average(範囲)
=sum(範囲)/count(範囲)

代表値① 平均値



• 中央値とは

# 分類 金額 分類 金額 分類 金額

1 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

2 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

3 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

4 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

5 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

6 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

7 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

9 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

10 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

11 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

12 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

13 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

14 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

15 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

16 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

17 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

18 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

19 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

20 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

合計 100,000 合計 100,000 合計 100,000

平均値 5,000 平均値 5,000 平均値 5,000

中央値 5,000 中央値 5,000 中央値 5,000

3⽉20日 3⽉21日 3⽉22日

EXCEL =median (範囲)

• 中央値（median)

• 集団の中央に位置する値
• 大きい（小さい）順に並べて中央に来る値

＜メリット＞

• データの「歪み」がある場合にも結果が
安定する。

＜デメリット＞

• 計算が面倒（並べ替え・場合分け）
• 知名度が低い

代表値② 中央値



• 最頻値とは

# 分類 金額 分類 金額 分類 金額

1 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

2 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

3 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人（座席指定） 10,000

4 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

5 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

6 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

7 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 大人 8,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

9 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

10 シニア（65歳以上） 5,000 大人 8,000 シニア（65歳以上） 5,000

11 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

12 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

13 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 シニア（65歳以上） 5,000

14 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

15 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

16 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

17 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 小人 2,000

18 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

19 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

20 シニア（65歳以上） 5,000 小人 2,000 乳幼児（小学生未満） 0

合計 100,000 合計 100,000 合計 100,000

平均値 5,000 平均値 5,000 平均値 5,000

中央値 5,000 中央値 5,000 中央値 5,000

最頻値 5,000 最頻値 8,000 最頻値 5,000

2,000

3⽉20日 3⽉21日 3⽉22日

EXCEL =mode.mult (範囲)

• 最頻値（mode）

• データの中で、最も出現する頻度が高い値
（階級値）

＜メリット＞

• ボリュームゾーンがわかる
• 最も出現可能性が高い値がわかる

＜デメリット＞

• 全体の傾向が掴めない

代表値③ 最頻値



• 代表値の名称と特徴を把握する。

• ビジネスデータは「平均値 ≠ 中央値」であることが多いことに注意する。

平均値 中央値 最頻値

定義
合計をサンプル数で割っ

たもの
順番に並べて真ん中に来

る値
最も出現頻度が高い値

メリット わかりやすい 歪み（外れ値）に強い
ボリュームゾーンが

分かる

デメリット 歪みに弱い 計算が面倒 全体傾向がつかめない

代表値の特徴



• 代表値が歪む典型例は「年収分布」。平均値・中央値・最頻値が大きく異なる。

代表値歪みの典型例



項目 内容とポイント

データ数
結果がどの程度のデータ数から得られたかを把握する。
仮説検定を行う場合は最低でも30データはほしい。

平均値 まずは平均値を見ることからスタートする。

標準偏差 標準偏差はデータのブレの範囲を表す。ブレが大きいか小さいかを把握する。

最小値 最小値と最大値はデータの信頼性を見る上で重要なポイント。平均値の次に見るべき数字。

25%点 25%点と75%点は偏りが前半にあるか後半にあるかを見る上で重要。

中央値（50%点）
中央値を見ることで、データの偏りを把握する事ができる。平均値が実感と異なる場合は
中央値を探る。

75%点 25%点と75%点は偏りが前半にあるか後半にあるかを見る上で重要。

最大値 最小値と最大値はデータの信頼性を見る上で重要なポイント。平均値の次に見るべき数字。

最頻値
データのピークがどのあたりにあるのかを押さえる。データが多い場合は最頻値の上位3つ程
押さえておくとよい。

データを見るべきポイント



• データ分析は様々な領域から構成される。自身が学習している範囲を
理解しよう。

• 分析もビジネスコミュニケーションの一種である。

• データには大きな分類として、「質的変数」と「量的変数」がある。

• 代表値は「平均値」「中央値」「最頻値」がある。
それぞれのメリット・デメリットを理解して使い分ける。

• データを入手したら、見るべきポイントに従ってデータの全体像を
把握しよう。

まとめ



ハンズオン



• ファイル「演習データD1_1.xlsx」を開きましょう。

ファイルを開く



「合計」
を記入

=sum(E5:E24)

合計を求める



「平均値」
を記入

=average(E5:E24)

平均値を求める



「中央値」
を記入

=median(E5:E24)

中央値を求める



「最頻値」
を記入

=mode.mult(E5:E24)

最頻値を求める



mode.mult関数は、
最頻値が複数ある場
合も出力できます。

3パターンで実行



統計学の基本

統計学の基礎 ④代表値の読み取りと意義



ワーク



データを眺めて、歪みを予想してください。

ファイル「演習データE1.xlsx」を開きましょう。

データ全体を”眺めて”ください。

どのような印象をもったか、グループで意見交換しましょう。

その後、実際に代表値を算出し、何が読み取れるか考えて

みましょう。

データを眺めて全体を把握



データを眺めた印象を
グループで話し合いメモしま

しょう。

後で見て分かるように
テーマを書いておきましょう

以下のようなことを予想してみましょう。

代表値は、それぞれどのあたりでしょうか？

代表値に歪みは、ありそうでしょうか？

ワークの進め方（１）



では、実際に代表値を算出してみましょう。

ワークの進め方（２）



ハンズオン（答えあわせ）



• ファイル「演習データE1.xlsx」を開きましょう
。

ファイルを開く



「合計」
を記入

=sum(B2:B501)

合計を求める



「平均値」
を記入

=average(B2:B501)

平均値を求める



「中央値」
を記入

=median(B2:B501)

中央値を求める



「最頻値」
を記入

=mode.mult(B5:B501)

最頻値を求める



mode.mult関数は、最頻値が
複数ある場合も出力できます。

英語

平均値：59.5点

中央値：62点

最頻値：74点

数学

平均値：45点

中央値：42点

最頻値：40点

2パターンで実行



ワークの続き



算出した代表値から

どのようなことが読み取れますか？

個人の考えを整理しましょう。

個人の考えを書いておきましょう

後で見て分かるように
テーマを書いておきましょう

ワークの進め方（２）



個人で読み取ったことを

グループ内で意見交換しましょう。

結論は、出さなくても良いですが

「全員が納得する読み取り」はないか

議論して探ってみましょう。

グループで意見交換をしましょう。

ワークの進め方（３）



グループごとの意見を全体に共有しましょう。

グループで出た意見の中で

良かった・興味深かった

変わっている（たぶん他では出てないだろう）

自分が気に入っている（元々自分の意見でもOK）

特に理由はないけど、皆に聞いて欲しい

というものを、共有してください。

※他のグループの説明から新しい視点を見つけてください。

ワークの進め方（４）



二つのデータの分布の外観は、下記のようになります。

3つの代表値からだけでも、例えば

「数学より英語の方が、高得点に偏っている」

ということくらいは分かります。

しかし、代表値からだけでは分からないことも多いので

他にもいろいろな統計値が必要になってくるのです。

代表値から見えること



統計学の基本
統計学の基礎 ⑤散布度と算出



• 散布度とは、平均値の周りの「データのばらつきの程度」を
表します。

• 代表値に加えて、散布度が使えるようになるとデータの見方
がより豊かになります。

散布度とは？



• 偏差とは、「平均値からのズレ」を表します。
– 平均値からのズレが大きいほど数字が大きくなります。
– 平均値よりも大きい場合は正の値、平均値よりも小さい
場合は負の値を取ります。

偏 差



# 分類 ⾦額 偏差

1 大⼈（座席指定） 10,000 5,000

2 大⼈（座席指定） 10,000 5,000

3 大⼈（座席指定） 10,000 5,000

4 大⼈ 8,000 3,000

5 大⼈ 8,000 3,000

6 大⼈ 8,000 3,000

7 大⼈ 8,000 3,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 0

9 シニア（65歳以上） 5,000 0

10 シニア（65歳以上） 5,000 0

11 シニア（65歳以上） 5,000 0

12 シニア（65歳以上） 5,000 0

13 シニア（65歳以上） 5,000 0

14 小⼈ 2,000 -3,000

15 小⼈ 2,000 -3,000

16 小⼈ 2,000 -3,000

17 小⼈ 2,000 -3,000

18 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000

19 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000

20 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000

合計 100,000

平均値 5,000

3⽉22⽇

平均値

偏差は「⾦額ー平均値」で求まる。
平均値より大きいとプラス、平均値
より小さいとマイナスの値をとる

偏 差



• 平均偏差とは、「偏差の絶対値の平均値」のことで、
平均値からのばらつきの大きさを表します。

– 全体的にデータがどの程度ばらついているのかを調べる
ために用います。

• 偏差は平均値からのズレであるため、「偏差の合計は必ずゼロ」
となります。

• このため、偏差の絶対値の平均値をとることで、「平均値からの
ズレの大きさの平均値」を求めることができます。

– 値が大きいほど平均値からのばらつきが大きくなります。
– 全部の値が同じ場合、平均偏差はゼロになります。

平均偏差



# 分類 ⾦額 偏差 |偏差|

1 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000

2 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000

3 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000

4 大⼈ 8,000 3,000 3,000

5 大⼈ 8,000 3,000 3,000

6 大⼈ 8,000 3,000 3,000

7 大⼈ 8,000 3,000 3,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

9 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

10 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

11 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

12 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

13 シニア（65歳以上） 5,000 0 0

14 小⼈ 2,000 -3,000 3,000

15 小⼈ 2,000 -3,000 3,000

16 小⼈ 2,000 -3,000 3,000

17 小⼈ 2,000 -3,000 3,000

18 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000

19 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000

20 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000

合計 100,000 0 54,000

平均値 5,000 0 2,700

3⽉22⽇

偏差の平均値は必ずゼロになる。

偏差の平均値がゼロになる原因は符
号の正負によるもの。

符号の影響をなくすため、偏差の絶
対値を計算する。

平均偏差: 2,700円
⾦額は平均値5,000円に対して
±2,700円程度でばらついている

平均偏差



• 分散とは、「偏差の二乗の平均値」のことです。
– 平均偏差では、偏差の大きさを求めるために偏差の絶対値を用い
ましたが、もう一つの方法として、偏差の二乗を用いるというア
プローチがあります。

– 本講座では標準偏差につながるステップとしての計算方法のみ紹
介し、詳しくは触れません。

分 散



# 分類 ⾦額 偏差 |偏差| (偏差)^2

1 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

2 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

3 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

4 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

5 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

6 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

7 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

9 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

10 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

11 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

12 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

13 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

14 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

15 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

16 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

17 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

18 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

19 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

20 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

合計 100,000 0 54,000 222,000,000

平均値 5,000 0 2,700 11,100,000

3⽉22⽇

偏差の平均値がゼロになる原因は符
号の正負によるもの。

符号の影響をなくすため、偏差の二
乗を計算する。

分散: 11,100,000円
二乗した量なので、非常に大き

くなってしまう。

分 散



• 標準偏差とは、
「偏差の二乗の平均値の平方根=分散の平方根」のことで、
平均偏差同様に平均値からのばらつきの大きさを表します。

– 全体的にデータがどの程度ばらついているのかを調べる
ために用います。

• 数学的に利用しやすいことから、平均値からのばらつきの大きさ
は標準偏差が頻繁に用いられます。

– 値が大きいほど平均値からのばらつきが大きくなります。
– 全部の値が同じ場合、平均偏差はゼロになります。

標準偏差



# 分類 ⾦額 偏差 |偏差| (偏差)^2

1 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

2 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

3 大⼈（座席指定） 10,000 5,000 5,000 25,000,000

4 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

5 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

6 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

7 大⼈ 8,000 3,000 3,000 9,000,000

8 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

9 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

10 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

11 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

12 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

13 シニア（65歳以上） 5,000 0 0 0

14 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

15 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

16 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

17 小⼈ 2,000 -3,000 3,000 9,000,000

18 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

19 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

20 乳幼児（小学⽣未満） 0 -5,000 5,000 25,000,000

合計 100,000 0 54,000 222,000,000

平均値 5,000 0 2,700 11,100,000

平方根 3,331.7

3⽉22⽇

標準偏差: 3,331.7円
二乗した分を戻すため、分散の

平方根を求める。

標準偏差



• 標準偏差は「ダイバーシティ」
– 全データが同じだと0になる。

– データのばらつきが大きいほど（多様性が高いほど）標準偏差
の値は大きくなる。

標準偏差のイメージ



ハンズオン



• ファイル名「演習データD2_1.xlsx」

• シート名「3⽉22⽇」

ハンズオン（１）



平均値を求める。
=average(E5:E24)

ハンズオン（２）

合計を求める。
=sum(E5:E24)



偏差の計算
=E5-$E$26

ハンズオン（３）



F5をコピー
&ペースト

合計と平均
値を計算

偏差の平均値がゼロにな
ることを確認しましょう。

ハンズオン（４）



偏差の絶対値の計算
=abs(F5)

ハンズオン（５）



G5をコピー&
ペースト

合計と平均値
を計算

平均偏差が2700円
であることを確認し

ましょう。

ハンズオン（６）



偏差の二乗の計算
=F5^2

ハンズオン（７）



H5をコピー
&ペースト

合計と平均値
を計算

分散が11,100,000円である
ことを確認しましょう。

ハンズオン（８）



分散の平方根を計算
=sqrt(H26)

標準偏差が約3,332円である
ことを確認しましょう。

ハンズオン（９）



• シート「3⽉20⽇」、「3⽉21⽇」も同様に計算しましょう。

• 結果がどのように異なるかを確認しましょう。

ハンズオン（10）



データのばらつきの記述（質的変数）



• データのばらつきを記述するためには、「分布」という
考え方が基本となります。

• 分布を調べるためには、どのようなデータがどの程度
起こりやすいのか（頻度）を調べます。

データのばらつきの記述



• 度数分布表はカテゴリ別にデータの頻度を集計したものです。

訪日旅行者1,000人の国別度数分布

度数分布表（質的データ）



• 度数分布表をグラフとして表すと以下のような形になります。

グラフ表示



• パレート図は、度数分布表のグラフ表示に以下の内容を追加したもの
になります。

– 質的データの頻度の高い順に並べ替え

– 累積相対度数のプロット

パレート図



データのばらつきの記述（量的変数）



• 量的データも質的データ同様に度数分布表を作成します。

– 質的データと異なり、階級値を設定する必要があります。

訪日旅行者1,000人の年齢分布

度数分布表（量的データ）



• 量的データの度数分布表をグラフにしたものを「ヒストグラム」と
呼びます。

ヒストグラム



• 単峰型か複峰型か？

• 左右の歪みはあるか？

• 上下の尖り・外れ値はあるか？

ヒストグラムのチェックポイント



ハンズオン



• ファイル名「演習データD2_2.xlsx」

• ワークシート「質的データ」

ハンズオン（１）



国名と一致するデータ数を数える
=countif($B$2:$B$1001,E3)

ハンズオン（２）



中国本土から訪⽇した⼈の
⼈数は301⼈

ハンズオン（３）



コピー&ペースト

ハンズオン（４）



合計を算出
=sum(F3:F23)合計欄を作成

ハンズオン（５）



合計は1,000⼈

ハンズオン（６）



累積度数の欄を作成

1行目は度数の値を入れる。
=F3

ハンズオン（７）



2行目以降は前の行の合計
と度数を足し合わせる。

ハンズオン（８）



コピー&ペースト

ハンズオン（９）



相対度数の欄を作成

相対度数は度数を合計
で割る

=F3/$F$24

ハンズオン（10）



コピー&ペースト

ハンズオン（11）



累積相対度数の欄を作成

1行目は相対度数の値
を入れる。

=H3

ハンズオン（12）



2行目以降は前の行の
合計と相対度数を足し

合わせる。

ハンズオン（13）



• 度数分布表の完成

コピー&ペースト

ハンズオン（14）



国名と度数を選択

ハンズオン（15）



2-D縦棒グラフを追加

ハンズオン（16）



• 質的データのグラフが完成

ハンズオン（17）



• シート「量的データ」

ハンズオン（18）



データ分析をクリック

ヒストグラムを選択

OKをクリック

ハンズオン（19）



入力範囲
$C$1:$C$1001

データ区間
$E$2:$E$18

ラベルにチェックを
入れる

新規ワークシートを選択

ハンズオン（20）



別のワークシートに度数
集計結果が表示される。

ハンズオン（21）



• 度数分布表の作成

質的データと同様にして
度数分布表を完成させま

しょう。

ハンズオン（22）



空白行を挿入

ハンズオン（23）



ラベルを作成
=A2&”歳”

ハンズオン（24）



コピー&ペースト

ハンズオン（25）



• ヒストグラムの完成

質的データと同様にして
グラフを作成しましょう。

ハンズオン（26）



統計学の基本

統計学の基礎 ⑥散布度の読み取りと意義



ワーク



データから散布度を算出し、読み取ります。

再び、ファイル「演習データE1.xlsx」を開きましょう。

標準偏差を算出します。

ヒストグラムを作成します。

どのようなことが読み取れるか、考えてみましょう。

標準偏差とヒストグラムの読み取り



ハンズオン（標準偏差を1つの関数で）



「標準偏差」
を記入

=stdev.p(B2:B501)

標準偏差は、1つの関数で算出する方法があります。

英語：17.4

数学：19.4

標準偏差を求める



次にヒストグラムを作成しましょう。

偏差値とヒストグラムの読み取り



ハンズオン（答え合わせ）



ヒストグラムを作る範囲を選択

ハンズオン（１）



挿入を選択

ヒストグラムを
選択

選択するとグラフが
出てきます

ハンズオン（２）



横軸を右クリックし、
軸の書式設定を選択

ハンズオン（３）



軸のオプションを
選択

ピンの幅を選択し、
10.0にする

オーバーフローを100.0
に、アンダーフローを
19.0にする。

ハンズオン（４）



ラベルのタイトルを
「英語」にする

ハンズオン（５）



数学も同様にし作成
する

ハンズオン（６）



ワーク



結果から読み取れそうなことを
グループで話し合いメモしましょう。

後で見て分かるように
テーマを書いておきましょう

偏差値やヒストグラムから

どのようなことが読み取れるか

グループで考えてみましょう。

結論は出さなくて良いので

思いつくことをあげていきましょう。

ワークの進め方（1）



代表値と標準偏差からだけでも

どのあたりにどれくらいの数値があるのかは分かります。

そこまで分かれば、そのデータの外観は掴めています。

この他にも様々な統計量の算出を覚えると、例えば

「2つのデータはどのうように関わっているか？」

というようなことも調べられるようになります。

数学

英
語

代表値と散布度から見えること
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